
九
月
定
例
市
議
会
が
九
月
三
日
か
ら
二

十
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
市
議
会
は
光
岡
小
学
校
校
舎
新

増
改
築
建
築
主
体
工
事
請
負
契
約
の
締
結

な
ど
事
件
議
案
五
件
、
予
算
議
案
三
件
、

決
算
認
定
二
件
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
慎
重

に
審
議
を
行
っ
た
結
果
最
終
日
に
す
べ
て

の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
会
期
中
に
襲
来
し
た
台
風
一
八
号

は
風
速
が
観
測
史
上
最
高
を
記
録
す
る
な

ど
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

最
大
の
対
策
を
取
る
よ
う
議
会
か
ら
注
文

が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
一
日
か
ら｢

ご
み
指
定
袋(

ご
み
処

理
有
料
化)｣

が
始
ま
り
ま
し
た
。

指
定
袋
の
導
入
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
ご
み
を
①
ご
み
減

量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に

対
す
る
市
民
意
識
の

高
揚
②
排
出
量
に
応

じ
た
処
理
費
用
一
部

負
担
に
よ
る
公
平
性
の
確
保
な
ど
が
有
料

化
の
狙
い
で
す
。
日
田
郡
五
町
村
で
は
、

す
で
に
有
料
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

乳
児
、
高
齢
者
、
障
害
者
で
紙
お
む
つ

を
使
用
す
る
世
帯

や
生
活
保
護
世
帯

に
つ
い
て
は
、
減

免
措
置
と
し
て
指

定
袋
を
支
給
し
ま

す
の
で
、
市
役
所

の
方
に
連
絡
し
て

下
さ
い
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
美
化
活

動
を
行
う
団
体
は
、
市
環
境
課
に
登
録
申

請
を
し
て
指
定
袋
を
貰
っ
て
下
さ
い
。

議
会
で
は
、
基
本
設
計
が
出
来
上
が
っ

た
こ
と
か
ら
こ
の
機
会
に
次
の
よ
う
に
市

長
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

①
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
を
念
頭
に

お
い
た
施
設
づ
く
り
に
徹
し
、
舞
台
装

置
は
専
門
職
を
常
時
配
置
す
る
こ
と
な

く
、
職
員
・
市
民
で
運
営
で
き
る
も
の

に
す
る
こ
と
。

②
日
田
杉
等
の
材
料

や
技
術
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
日

田
ら
し
さ
が
出
る

施
設
に
配
慮
す
る

こ
と
。

③
建
設
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
日
田
市
の
業

者
を
で
き
る
限
り
採
用
す
る
こ
と
。

④
市
町
村
合
併
や
高
齢
化
を
見
据
え
て
、

高
齢
者
等
に
配
慮
し
た
大
ホ
ー
ル
の
出

入
り
口
に
す
る
こ
と
。

⑤
小
ホ
ー
ル
の
座
席
の
中
通
路
に
つ
い
て

は
設
け
る
方
向
で
再
検
討
す
る
こ
と
。

⑥
実
施
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
肝
要
な
点

に
つ
い
て
は
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
。

⑦
早
急
に
施
設
運
営
等
に
つ
き
館
長
の
選

任
も
含
め
検
討
し
、

方
針
を
定
め
建
設

に
も
活
か
す
こ
と
。

⑧
中
心
市
街
地
活
性

化
に
寄
与
し
、
賑

わ
い
の
拠
点
と
な

る
施
設
の
建
設
・

運
営
を
行
う
こ
と
。
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日田市水目町

ご
み
袋
が
十
月
一
日
か
ら
有
料
化
さ
れ
る

★ＩＳＯ１４００１認証について

※市役所の認証後の変化について

※市内ＩＳＯ１４００１認証企業との連携について

※日田市環境展の開催について

★市民の迷惑行為とモラル啓発について

※犬・猫の飼い主に対する啓発について

※公共施設への落書き行為について

※駅裏公園の放置自転車の対策について

★企業誘致した土地の利用について

※市が企業誘致した土地とのかかわり

★国旗｢日の丸｣について

※国旗を小中学校に常時掲揚しないか

【教育長答弁・・常時掲揚の円滑な実施に向けて努力する】

※公共施設に掲揚されていない理由

※公共福祉施設に常時掲揚が少ない理由

※国民の祝日に国旗掲揚啓発について

★市役所のサービス向上について

※職員の名札改善について

菅田議員の９月議会の一般質問内容！！

日田市郡６市町村は、正式に来年３月２２日に新しい日田

市で発足することになりました。「日田市に編入方式」で、

大石昭忠市長が新市の市長となり、助役、収入役、教育長

などの特別職も同様の扱いになります。

新市議会議員は「定数特例適用」で、日田市議がそのま

ま在職し、合併後、郡部で計８人の増員選挙を行い、新市

の議員は３４人（１人欠員）となります。

事務所は、市役所を本庁、町村役場は支所となります。

管理部門や、教育委員会などの行政委員会は合併までに一

本化し、窓口サービスや相談業務など住民生活に直結する

機能は、支所に残す方向です。

『地域住民の意見を行政に反

映させたり、地域が直面する課

題を直接、伝えるなどの役割』

を担う１５人以下で構成する

「地域審議会」を現市町村ごと

に市長の諮問機関として設ける。

日田市郡合併が正式決定！！

来年４月に増員市議選

ご
み
の
有
料
収
集
が
始
ま
る

九
月
定
例
議
会

総
合
文
化
施
設
で
申
し
入
れ
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市民相談室 開設中
菅田議員は市民相談室を開設しています。市政に対しての

要望・疑問・意見など。 また、個人的な相談、悩み、結婚

問題なども気軽に相談下さい。

秘密厳守で相談を受けます。

☆自宅電話 0973-22-4577

☆自宅ＦＡＸ 0973-22-4598

☆携帯電話 090－8222－6560

☆携帯メール hitafuji@ezweb.ne.jp

☆パソコンEメールも開設しています｡

hitahuzi@orion.ocn.ne.jp

☆菅田敏幸ホームページを開設中
http://www.hitafuji.com/

ホームページを一度ご覧になって下さい。

▼１１月 ３日 秋の舞踊まつり (市民会館)

▼１１月 ３日 羽田校区ふるさとまつり（羽田小学校）

▼１１月 ７日 北部中学校文化祭（北部中学校）

▼１１月１２日 大正琴城流発表会（市民会館）

▼１１月１３～１４日 ＪＡＪＡフェスタ（中城グランド）

▼１１月１４日 ビックステージ愛好会２００４（市民会館）

▼１１月１４日 樋口歌謡教室発表会（文化センター）

▼１１月１４日 会長杯バドミントン大会（総合体育館)

▼１１月１４日 東有田中学校文化祭（東有田中学校）

▼１１月１９日 三隈高校ギターマンドリンクラブ定期発表会（市民会館）

▼１１月２１日 東有田地区ふるさとまつり（東有田公民館）

▼１１月２１日 西有田ふるさとまつり（西有田公民館）

▼１１月２１日 市民合唱団演奏会（文化センター）

▼１１月２１日 郵便局レディースミニバレーボール大会（総合体育館）

▼１１月２６日 日田市小学校音楽祭（市民会館）

▼１１月２８日 レディースバドミントン大会（東部中体育館）

▼１１月２８日 おどりの祭典（市民会館）

▼１１月２８日 多賀歌謡教室発表会（文化センター）

▼１２月 ３日 市議会定例議会開会予定

▼１２月 ５日 歳末たすけあいチャリティショー（文化センター）

▼１２月 ９～１０日 市議会一般質問予定

▼１２月２３日 昭和学園高校吹奏楽部定期演奏会（市民会館）

▼ １月 ５日 消防出初式（大原グランド・市民会館）

▼ １月 ９日 成人式（市民会館）

▼ １月３０日 林工高校吹奏楽部定期演奏会（市民会館）

▼ ２月 ６日 日隈小学校金管バンド演奏会（市民会館）

▼ ３月２２日 日田市郡合併に伴い新日田市誕生

スポーツ・催し物情報 (１１月～１月)

県道日田玖珠線の羽田小学校付近から玖珠町木牟田地区

間７．５ｋｍの早期改良工事の着工を地区民は願い、この

たび、沿線住民は道路委員会を結成して、総決起大会を開

催し、関係県議会議員、日田市長、玖珠町長、市議及び町

議、日田・玖珠土木関係者を招き、代表者が改良すべき内

容を訴えました。さらに、日田市長、県議をはじめ関係者

多数で、沿線住民の同意書を付

け、広瀬県知事に陳情しました。

広瀬知事からは、『県予算が緊

縮になっているが、要望のある

区間を年度ごとに早期に改良を

進める』と回答頂きました。

☆合併電算化推進事業・・・・・・ ４５３．５９０千円

☆合併処理浄化槽設置補助金・・・・ １４．８８９千円

☆市道の改良等整備事業・・・・・ ５０．０００千円

☆宮田川改修事業（用地購入費）・・ ３１．０７８千円

☆県施行土木工事負担金 ・・・・ ５３．４００千円

☆亀山公園整備事業（用地国債分）・ ７５．０００千円

☆若宮公民館建設事業（建設工事費）１０５．８５８千円

☆大原テニスコート改修事業・・・・ ２０．０００千円

☆竹田艇庫建設事業 ・・・・・ １２．８１０千円

☆夜明トレーニングセンター駐車場整備事業 ７．２１９千円

☆陸上競技場雨漏り補修事業・・・・・ ５．０００千円

☆農地及び農業用施設災害復旧事業・・ ５．５００千円

☆林地及び林業用施設災害復旧事業・・ １．２００千円

☆公共土木施設災害復旧・・・・・・ ９．５４５千円

☆その他（経常費）・・・・・・・・ ２８．６９４千円

平成１６年度一般会計 ９月補正後総額

２２．８７４．２６２千円

「
相
國
寺
名
宝
展
」
は
、
金
閣
寺
、
銀
閣
寺
の
総
本
山

で
あ
る

【
相
國
寺
】
の
貴
重
な
寺
宝
を
紹
介
す
る
も
の

で
、
南
北
朝
か
ら
室
町
、
桃
山
、
江
戸
時
代
の
み
な
ら
ず
、

韓
国
の
李
朝
、
中
国
の
宋
、
明
時
代

ま
で
の
墨
書
や
絵

画
、
茶
道
具
を
中
心
と
し
た
工
芸
品
な
ど
、
計
五
〇
点
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
相
國
寺
に
縁
の
深
い
「
伊
藤
若
冲
」
が
、
両
親

と
弟
、
そ
し
て
、
自
分
自
身
の
永
代
供
養
料
と
し
て
相
國

寺
に
寄
進
し
た
釈
迦
、
文
殊
、
普
賢
の
三
尊
像
と
動
植
綵

絵
の
内
、
二
枚
を
今
回
特
別
に
展
示
し
ま
す
。

※

期
間

十
一
月
五
日
か
ら

十
一
月
二
十
四
日
ま
で

午
前
九
時
〜
午
後
六
時
ま
で

※
場
所

日
田
天
領
資
料
館

※
観
覧
料

大
人

三
一
〇
円

小
中
高
生
は
無
料

十
一
月
一
日
か
ら
『
運
転
中
の
携
帯
電

話
使
用
』
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

携
帯
電
話
使
用
の
罰
則
は
こ
れ
ま
で

｢

交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
者｣

に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
で
運
転
中
に

携
帯
電
話
を
使
っ
た
だ
け
で
対
象
と
な
り

ま
す
。
反
則
金
は
、
六
千
円
で
違
反
点
数

は
一
点
。
反
則
金
を
支
払
わ
な
い
と
五
万

円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

通
話
だ
け
で
な
く
、
着
信
し
た
メ
ー

ル
の
確
認
な
ど
、
携
帯
電
話
を
手
に

取
っ
て
画
面
を
見
る
行
為
も
す
べ
て

対
象
に
な
り
ま
す
。

お
互
い
に
運
転
中
は
携
帯
電
話
は

禁
止
し
ま
し
ょ
う
。

京
都

相
國
寺
名
宝
展
を
開
催

広瀬県知事へ日田玖珠線改良陳情

携
帯
電
話
使
用
の
運
転
は
罰
則


